
がんにより死亡する人の減少
がんの年齢調整死亡率（75歳未満 人口10万人当たり）を平成

すべてのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生活
の質の維持向上全体目標

活動計画概要
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がんの年齢調整死亡率（75歳未満、人口10万人当たり）を平成
29年度までに20％減少させる。

の質の維持向上全体目標

部会が担当
する分野の

【目標】 住んでいる地域にかかわらず県民が希望する医療を受けられる。

中期目標（１年後）：すべての病院・施設がパスについて知識をもち、
各医療機関の医療資源を把握し 有効活用する

最終目標 （６年後）：県民が希望する医療を受けられるよう、患者の意見を聞き、
希望するすべての患者にパスを適用し、地元の施設に係る患者の増加、拠点病院

【ｱｳﾄｶﾑ目標 1】
医療者、行政などから医療機関の機

する分野の
課題と目標

施策毎の
アウトカム

【ｱｳﾄｶﾑ目標 2】

各医療機関の医療資源を把握し、有効活用する

指標：パス患者適用率 指標：パス患者適用率測定方法：拠点・支援病院のパス対象
患者数・適用患者数の件数を合算、分析

測定方法：拠点・支援病院のパス対象患者
数・適用患者数の件数を合算、分析

希望するすべての患者にパスを適用し、地元の施設に係る患者の増加、拠点病院
の集中化解消を行う。

能や役割が見え医療資源が適切に有

効活用される。
アウトカム

目標

施策毎の

地元の施設にかかる患者の増加

【アウトプット目標1】
2012年3月までに診療機能ア
ンケートを作成する。
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【施策4】
がん地域
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域連携パ
スの運用
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ワーク
シート1で
導き出さ
れた対策
項目

【対策項目 1】
医療者、行政などすべて
に対する情報不足の解消

【対策項目 2】
地元医療施設での治療の促進


